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KEGG NETWORK とは、 
遺伝子バリアント、ウイルス、 
化学物質などの環境因子が 
もたらす、分子ネットワークの 
ゆらぎを表現したもの 

ネットワーク要素の例： 
N01035 
Mutation-caused aberrant 
SNCA to PERK-ATF4 
signaling pathway 

KEGG NETWORK とは h8ps://www.kegg.jp/kegg/network.html 
○田辺　麻央、　金久　實	


京都大学化学研究所	
 Pathway map の例 
hsa05012  Parkinson disease 

緑:	
  	
  	
  レファレンスとなる	
  
　　ネットワーク	
  
赤：遺伝子バリアント	
  

ネットワークバリエーション 
マップの例：nt06412 
Unfolded protein response 
(UPR) signaling  

神経変性疾患関連の 
ネットワークバリエーション 
マップ (nt番号）のリスト 



 
KEGG NETWORKによる疾患関連遺伝子バリアント、 
ウイルス、環境因子の統合 
 

トーゴーの日シンポジウム2021	

18 

Licensed	
  under	
  a	
  Crea-ve	
  Commons	
  表示4.0国際ライセンス	
  
©2021	
  田辺麻央（京都大学化学研究所） 

ネットワークバリエーションマップ 
nt06230 Cell cycle G1/S (部分） 

HTLV-1 
タンパク質 

たばこ特異的 
ニトロソアミン類 

遺伝子 
バリアント 

がん がんにおいては、遺伝子バリアント、ウイルス、環境因子それぞれが 
細胞周期のパスウェイに与える影響は類似しており、全て細胞周期を 
進行させている。 

遺伝子 
バリアント 

KSHV 
タンパク質 

細胞周期の 
進行 
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nt06414 Apoptosis 

nt06231 Apoptosis 
がん 

神経変性疾患 

遺伝子バリアント 
ウイルス 
 

遺伝子バリアント
環境因子 
 

アポトーシス 
パスウェイ抑制 

アポトーシス 
パスウェイ活性化 
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nt06220 Calcium signaling がん 

神経変性疾患 
nt06410 Calcium signaling (部分） 

遺伝子バリアント 

遺伝子バリアント 
ウイルス 

[Ca2+]i↑ 

[Ca2+]i↑ 

転写因子活性化 

ミトコンドリア内 
Ca2+ 過負荷 

細胞増殖、 
血管新生 

アポトーシス 

(       Ras/Raf-1/MEK/MAPK) 
(       Ras/Raf-1/MEK/MAPK) 
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④ がん、神経変性疾患 (NDDs) とも、特に
SNPs やエピジェネティクスなどが関与する分
子メカニズムについては未解明の部分が大きい。
しかし、そこに至るルートは不明であっても、
直接細胞の異常増殖（がん）、細胞死（NDDs) 
につながるネットワークのゆらぎが、既知の遺
伝子変異、環境因子の引き起こすゆらぎと同様
であることを示す報告が多数ある。このことか
ら、解明された部分をデータ化し、蓄積するこ
とは、疾患のメカニズム全体の推定、また、治
療薬の開発、毒性の予測による予防等につなが
ることが期待される。 

① それぞれの疾患におけるネットワークバリ
エーションマップのリストは、その疾患におい
て遺伝子バリアント、ウイルス、環境因子がゆ
らぎを与えるネットワークを列挙したものであ
り、その疾患の特徴と密接な関係がある。 

② 特定の疾患のネットワークバリエーション
マップ内で、遺伝子バリアント、ウイルス、環
境因子がネットワークに与える効果は類似して
いることが多い。 

③ がんと神経変性疾患など、特徴が大きく異な
る疾患カテゴリーの間では、同じネットワーク
に与える効果が逆になったり、程度に大きな違
いが見られることがある。 

まとめ 


